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自己表現活動中心の基礎 日本語教育
―カリキュラム、教材、授業一
はじめに
大阪大学留学生センターでは、留学生の大量受け入
れ時代に対応するための新たな日本語教育システムの
開発に着手した。同システムのカリキュラムでは、ヨー
ロッパ評議会のコーロッパ共通参照枠CEFRのレベ
ルBl(ThreshOld)までの内容を共通基礎 日本語教
育として設定し、それを大きく基礎 日本語教育 (レベ
ルAのWaystageまで)と中級 日本語教育 (レベル
BlのThresholdまで)に分けている (西口 2010)。
本稿では、同システム中の基礎 日本語教育のカリキュ
ラムの開発及びその教材開発と授業の構想について報
告する。
西口 光一*
2 新たな基礎 日本語教育の基本構想
2-1 基礎日本語教育の学習課題
すでに第一言語を十分に習得している成人は自分の
第一言語であれば自由自在に言語活動に従事すること
ができる。しかし、未知の言語では言語活動に従事す
ることはできない。
成人日本語初学者が日本語での言語活動に従事でき
ないのは、言語活動の必要に応じて日本語の言葉を動
員できないことによる。必要に応じて日本語の言葉を
動員できないのは、必要な日本語の言葉を持ち合わせ
ていないか、持ち合わせていても言語活動の局面の必
要に応じてそれを適正に動員できないからである。し
たがって、基礎段階の日本語教育の主要な課題は、C
EFRのWaystageレベル (学習段階としては従来
の初級段階に概ね相当する)で期待される各種の基礎
要 旨
本稿では大阪大学留学生センターで開発中の共通基礎日本語プログラム中の基礎日本語 I(基礎
日本語前半)のカリキュラムと教材と授業について報告する。既存の基礎 (初級)日本語プログ
ラムや教材の文型・文法偏重を根本的に克服する方策として、新たなカリキュラムは自己表現活
動中心のカリキュラムとした。同カリキュラムでは、自己表現活動に関わる一連のテーマの下に、
同テーマをめぐる言語活動に従事するために必要な要素として基礎語彙及び基本文型と基礎的文
法事項が体系的に習得できるように教育が計画される。文字と書記言語の指導及び音声の指導に
ついても適切な指導体制が準備される。巻末資料として、基礎日本語 Iについて各ユニットのテー
マと文型 。文法、及び教材のユニット例を提示する。
【キーワー ド】基礎 日本語教育、ヨーロッパ共通参照枠、文型 。文法積み上げ方式、自己表現活
動、音声の指導、文字と書記言語の指導
大阪大学留学生センター教授
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的な言語活動に従事できるように、(1)学習者に日本
語の言葉を持たせること (言語事項知識の拡充)と、
(2)持ち合わせた日本語の言葉を言語活動の必要に応
じて適正に動員できるようにすること (言語事項の動
員力の向上)である。
2-2 従来の基礎日本語教育の問題点
これまでの基礎日本語教育では、(1)の課題への対
応が主として行われてきた。すなわち、日本語運用能
力を支える知識としての基本文型と基礎的文法事項及
び基礎語彙の習得を目的としてカリキュラムが策定さ
れ、教材が準備されてきた。そして、文型 。文法と語
彙の2者の間では、文型 。文法の方がカリキュラムや
教材の主要な柱として選択される。語彙は基礎語彙で
あることを旨とするが、体系的に提示して習得させる
という意図の下には提示されていない。
このようなカリキュラムは、いわゆる文型 。文法積
み上げ方式のカリキュラムとなる。そして、こうした
カリキュラムの下での各課の授業はその課で学習事項
となつている文型 。文法の習得を目的としたものとな
る。 日本語の文型 。文法の体系として系統的に配列さ
れた各課の学習事項を着実に積み上げることは日本語
運用能力を支える重要な基盤を形成するものと見なさ
れるのであるも各課で(2)への対応として各教師の工
夫によリコミュニカティブな活動が計画され実施され
ることもあるが、そもそも文型 。文法も語彙も特定の
言語活動を可能とするようには選択・配列されていな
いので、可能なコミュニカティブな活動も非常に制約
されたものとならぎるをえない。
文字や書記日本語の指導についても、多くの場合、
学習初期に平仮名と片仮名を導入した後は、無秩序に
漢字を指導したり、作文を要求したりするだけである。
2-3 自己表現活動中心のカリキュラム
開発する新たなカリキュラムでは、(1)と(2)の課
題に同時に取り組む。そのために、学習者が従事でき
るようになることが期待される言語活動を柱としてカ
リキュラムを構成する。そして、各ユニットでは当該
の言語活動に従事するために必要な語彙と文型 。文法
を言語知識領域の教育内容とし、カリキュラムを通し
て基礎語彙及び基本文型と基礎的文法事項を段階的に
習得できるように工夫する。つまり、段階的に配列さ
れた言語活動を柱として、その下で語彙と文型 。文法
を体系的に習得させるというアプローチを採るわけで
ある。
このようなアプローチを採るカリキュラムの柱とし
て採用された言語活動の種類は自己表現活動である。
あるいは、別の言い方をすると、自己表現活動こそが
このようなアプローチでのカリキュラムを実現できる
柱となると判断されたち        ｀
2-4 語彙と文型・文法の位置
本カリキュラムでは、言語事項を直接的な学習事項
とはしない。カリキュラムの各ユニットで学習者は自
己表現にかかわる特定のテーマの下に種々の学習言語
活動に従事する。そうした活動を通して、学習者は当
該の言語活動に従事するために必要な語彙と文型 。文
法を習得するとともに、言語活動に従事する能力を伸
ばしていく。そして、カリキュラムを通して、語彙と
文型・文法を体系的に習得し、自己表現活動の能力を
充実させていくのである。このようにして形成された
知識と能力が日本語言語活動能力の基盤となるという
のが、本カリキュラムの想定である。学習言語活動に
ついては、5節でさらに論じる。
参考として、開発が先行している基礎日本語I(基
礎 日本 語 前 半 、 CEFRのレベ ルAlの
Breakthroughに対応する)のカリキュラムの全 12
ユニットのテーマと、習得が期待されている文型 。文
法のリス トを巻末資料 1に示す。学習語彙のリス ト
(語法を含む)も示したいところだが、紙幅の関係で
省略する。
3 言語知識の指導について
3-1 語彙と文型 口文法
従来の日本語教育のカリキュラムや教材では文型 。
文法が柱とされてきたことは先に述べた。そこでは、
語彙の学習については組織的な対応は行われていなかつ
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た。
新たな自己表現活動中心のカリキュラムでは、語彙
の学習と文型 。文法の学習は同等に重視される。とり
わけ従来のカリキュラムで組織的に対応されてこなかっ
た語彙学習については十分な対応を行う予定である。
それは、いわば、自己表現活動をカリキュラムの柱に
据えたことの必然的な帰結でもある。テーマにかかわ
る語彙を持ち合わせていなければ、自己表現活動に従
事することは根本的に困難になる。
3-2 文字と書記言語の指導
日本語の文字と書記言語の技能を習得することは、
非漢字系の学習者にとつてひじょうに大きくて困難な
仕事である。開発する新たなカリキュラムでは、非漢
字系学習者が着実に日本語の文字を学習し書記言語技
能を習得できるような学習プログラムを提供する。そ
の基本的な方針は、書記言語においても自己表現活動
の能力を段階的に養成していくということである。
非漢字系学習者にとっては、ひらがなや漢字の書き
方を知ることもさることながら、それらをバランスよ
く書けるようになることが大きな課題となる。そうし
た課題を克服するために、本カリキュラムでは日本語
学習の初期から、ひらがななぞり書きシー トや漢字な
ぞり書きシー トを用意して、学習者の学習の便に賦す。
また、いろいろな種類のワークシー トを用意して書記
言語モー ドによる日本語学習も促進する。このような
学習を通して、日本語学習一般を一層促進しつつ、書
記日本語の技能も着実に伸ばしていく。なぞり書きシー
トやワークシー トは、無理のない家庭学習を促進する
手段として、重要である。
3-3 音声の指導
音声については、拍感覚、アクセントパターン、長
音 。撥音 。促音などにかかわる日本語音声習得上の困
難点を採り上げ、日本語音声の性質を理解し習得でき
るような指導メニューを学習の早い時期に準備し、指
導を行う。しかし、指導は一度では終わらせず、当該
の指導点が学習者に理解し習得されるまで繰り返し行
われることが期待されている。音声の指導も、言語学
的な音韻論的観点ではなく、自己表現活動の効果性を
高めるという観点で行われる。
4 各ユニッ トの教材 と授業
4-1 教材について
従来の基礎段階 (初級段階)の教材では、学習言語
事項の文型・文法を含む発話を例示するという趣旨で
本文が用意されている。言うまでもなく、その作成順
序は、「学習言語事項が先にあり」ということになる。
自己表現活動中心のアプローチの下での教材では、特
定の主体が当該のテーマについて自己表現活動に従事
しているディスコースがまず提示される。そのディス
コースは、テーマ的にも使用している言語要素の種類
や発話の構造の面でもまさに学習者が当該ユニットの
学習の終わりに従事できるようになっていることが期
待される種類のディスコースを例示している。これが
教材の主本文であるセクション1となる。特定の主体
としては、テーマについての話の内容のバラエティを
最適化する観点から、「マレー シアから来た留学生の
イー・アイリン」、「工学部4年生の山川あきお」、「日
本語の西山先生」の3人を登場させる2。 ぃずれも架
空の人物であるが、さまざまなテーマの下に各ユニッ
トで登場することで徐々に人物の全体像が明ら力」こなつ
ていくように主本文を作成していく。
学習者はこのような素材を通して当該のテーマにつ
いての3種類のディスコースを経験することになる。
そのディスコース経験を通して、当該のテーマについ
て言語活動に従事するために必要な種々の言語素材を
習得することが企図されている。
4-2 各ユニットの構成
各ユニットでは、上に述べたディスコースに続いて
2種類の副本文がセクション2とセクション3として
提示される。そして、セクション4として、ユニット
のテーマの表現活動に関わる語彙・語法リストが用意
される。各部分の内容は以下の通りである。参考とし
て、巻末資料2で、ユニット3を例として、セクショ
ン1からセクション4までの流れを紹介する。
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(1)セクション1
ユニットのテーマについて「イー・アイリン」、「山
川あきお」、「西山先生」の3者が行う話 (独話)のディ
スコース。学習の便宜のためにルビを振る。
(2)セクション2
セクション1の教材を基に教室で教師と学習者の間
で行われるであろう質疑応答のディスコースの一例。
学習の便宜のためにルビを振る。
(3)セクション3
セクション1のディスコースの内容を第3者の立場
から行つた語 りのディスコース。復習的な素材となる
のでルビは振らない。
(4)セクション4
ユニットのテーマについて言語活動に従事するため
に必要なカテゴリー 別の語彙 (語法を含む)リス ト。
学習の便宜のためにルビを振る。
前節で論じた音声学習のための素材は、セクシヨン
5として、ユニット1からユニット6までの各ユニッ
トで提示している。巻末資料2にはユニット3のセク
ション5も添えてある。
4-3 学習者の二一ズヘの対応
現在の主教材では、「イーさん」、「あきおさんJ、
「西山先生」の3人の人物が登場 し、各課のテーマに
ついて語るようになつている。しかし、例えば、教育
の主な対象が新規渡日の大学院進学予定者の場合であ
れば、そうした留学生をモデルとした登場人物の下に
セクション1からセクション3のような教材を作成し、
それを補助教材として教育を実施することが期待され
ている。そうした補助教材では教育実施の地域性や学
習者集団の個別性なども反映されてよい。そのような
補助教材を通した学習により学習者は自分の状況や境
遇により関連のよる表現を知り得ることができ、自己
表現活動を一層促進することができる。自己表現活動
中心の基礎 日本語カリキュラムでは、このような方法
で学習者のニーズに応える。
4-4 教材と授業
各ユニットの学習目標は、ユニットのテーマについ
て言語活動に従事できるようになることであり、産出
的な言語活動について言 うと、当該のテーマについて
自分の話ができるようになることである。ユニツトの
中での各種の授業活動は、常にそうした目標を意識 し
て計画し柔軟に運営されることが期待されている。そ
うした点を確認した上で、各セクションに関連して想
定されている授業のごく概略を述べる。巻末資料2を
参照しながら具体的な授業をイメージしてほしい。
(1)セクション1に関連した授業
主として、音声素材を聞きながら内容について問答
によつて確認する活動を行 う。そして、テーマ展開の
各部で確認の問答を行いながら、「そのことについて
あなたの場合はどうです力可 という意味の「あなたは?」
という質問とそれへの応答のや り取りを挟んでいく。
このや り取 りは、後に自分の話をしたり書いたりする
ことに向けての予備的な学習となる。最後に、テキス
トを見ながらそれを音声化できるように適宜の練習を
行 う。
(2)セクション2に関連した授業
セクション2は、セクション1の教材を基に教室で
教師と学習者の間で行われるであろう質疑応答のディ
スコースの一例となつている。 したがつて、セクショ
ン1の学習を終えた学習者はセクション2を学習する
ときはすでにセクション2で示されるやり取りに相当
程度習熟しているはずである。
セクション2の授業の第1段階では、学習者にセク
ション1のページを開けさせて、教師が各人物のこと
について
'贋
次に質問して答えさせる。次にペアワーク
を行 う。ペアワークでは、学習者Aがセクション2の
T(教師役)となつて質問し、学習者Bはセクション
1を見ながらその質問に答える。
(3)セクション3に関連 した授業
セクション3のディスコースは、いわば報告のディ
スコースである。ここまでの学習を終えた学習者は、
当該のテーマについて登場人物らの事情を日本語で知
り得ている。つまり、当該のテーマについて登場人物
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らの事情を日本語で報告する準備ができている。セク
ション3のディスコースは言ってみれば学習者による
報告活動を先取りしたディスコースである。
セクション3の授業活動としては、まずはセクショ
ン1をも参考にしながら書記言語の形で提示されてい
るディスコースを理解することである。学習者は、必
要であれば、漢字に読みを振つたり、単語党に語釈や
訳を付けたりする。その上で、シャ ドー イングなどで
学習を支援しながら、内容とディスコースの両方を記
憶する。本セクションの学習の終わりには、学習者に
は、同ディスコースをリー ド&ルックアップ方式 (必
要に応じてテキストを見て顔をあげて言う)で言える
ようになることが期待されている。
(4)セクション4に関連した授業
セクション4は、ユニットのテーマ活動に従事する
ための言語素材を探し出すインベントリー (倉庫)で
ある。ゆえに、それを言語素材インベントリー として
活用しながらユニットのテーマについて自分の話をし
たり書いたりすること及び相手の話を聞いて理解して
応答することなどがセクション4に関連した主要な授
業活動となる。そして、セクション4がそのような言
語素材インベントリー として機能するためには、そこ
に挙げられている言語素材の理解確認などの事前学習
が必要となるだろう。
5 第二言語の学習について
5-1 第二言語学習の基本原理
本カリキュラムで想定されている第二言語学習の基
本原理はNIlarton (1988) の言 う “reconstructive
strategy ofちnguage teaching"(再構成ストラテ
ジー の外国語教育法)である。つまり、接したさまざ
まなディスコースから要素と要素の組み合わせ方を流
用してきて自らのディスコースを (再)構成 していく
力を伸ばしていくという原理である。“reconstructive
strategy"の重要な点は、言語事項の知識と言語事項
を動員する能力を分裂させていない点である。従来の
基礎日本語教育ではこの両者の分裂が大きな課題となつ
ていたのである。
5-2 学習言語活動
前節で論 じたように、自己表現活動中心のカリキュ
ラムでは授業活動の概略はあらかじめ想定されている。
それは、基礎段階の学習においても「活動の中で学ぶ
(learning in doing)」を実現するための場所 (site)
を構成することが重要であると考えるからである。こ
の点が、従来の基礎 日本語のカリキュラムや教材とは
大きく異なるところである。
第二言語習得における「活動の中で学ぶ」の具体的
な姿を本稿では学習言語活動と呼ぶ。自己表現活動中
心のカリキュラムにおける授業では学習者は特定の言
語活動に従事するように誘導される。 しかし、学習者
はその言語活動を十全に運営できるわけではない。つ
まり、しばしば支障を来したり、期待される言語行使
と学習者が実際に行 う言語行使に隔たりが生じたりす
るのである。そして、教師はそのような契機を第二言
語の学習のための重要な契機として採 り上げ、言語指
導として最適と判断される対応をするのである。この
ような契機とそれへの教師の規藤 が含まれる活動を、
第二言語の学習を構成する言語活動という意味で「学
習言語活動」と呼んでいるのである。それは十全たる
言語活動ではなく、また実際の言語活動と切 り離され
た言語学習活動でもない、言語活動と言語学習が渾然
一体となった活動である。こうした見方は、言語学習
が言語活動に従事することと並行 して行われるものと
して見るFirth and Wagner(1997,2007)の立場
と軌を一にする。また、西日 (2007、2008、2009)
では、そのような活動の様相を記述している。
5-3 既習内容の維持
第二言語の学習においては、新たな内容を学習する
ことも重要であるが、その一方で既習の内容の知識が
減衰することがないように維持することも重要である。
自己表現活動中心のカリキュラムでは、各ユニットの
各セクションで想定されている学習言語活動を実施す
ることが基本となるが、既習内容維持の観点から、教
師にはそうした活動の中でもまたその活動の合間でも
既習言語事項を再利用するさまざまな機会を学習者に
提供することが期待されている。そうした教授行動の
―-11-―
基本方針は、授業のさまざまな局面で即興的に、既習
言語事項の動員を要求する学習言語活動に学習者を導
くことである。
従来の文型 。文法中心の授業では、既習内容維持の
活動を即興的にオ市入することは必ずしも容易ではない。
しかし、自己表現活動中心のカリキュラムではそれは
容易である。なぜなら、主要な授業活動がほとんど常
に自己表現活動を巡つて行われており、既習の内容も
自己表現にかかわることなので両者を連接しやすいか
らである。こうした面でも自己表現活動中心のカリキュ
ラムは第二言語習得支援の仕組みとして優れていると
言つてよいだろう。
6 結び一カリキュラムと教材 と授業の関係
カリキュラムという言葉はラテン語のcurrere(走
る)から来ている。「学習者が辿つていく学習経験の
経路」というように概略理解するのがよいだろう。で
は、カリキュラムの実体は何力■ カリキュラムとは作
成された教育課程の計画書か。「カリキュラムを作成
する」という表現からはそのような解釈も出てくるだ
ろう。 しかし、カリキュラムというものの実体は本来
は、策定されたカリキュラムの下で実際に学習者たち
が得る学習経験 (及びその結果として得られる教育成
果)のことである。そういう意味で言うと、カリキュ
ラムデザイナーはカリキュラム (教育の計画や趣旨)
を策定したり作成したりすることはできるが、実際に
学習者に提供される学習経験 (本来の意味でのカリキュ
ラム)の構成に直接関与することはできない 3。 具体
的な学習者とかかわつて学習者の実際の学習経験を構
成していくのは、実際に授業を実施する教師である。
つまり、カリキュラムデザイナーが斯く斯く然々の一
連の経験を学習者に提供したいと考えても、そして何
らかの手段でその計画の内容や教育の趣旨などを授業
担当教師に伝えることができたとしても、そこから先
は授業を実際に実施する教師に委ねられるのである。
したがって、カリキュラムデザイナーの計画に沿つて
教師が授業を実施したとしても、その内実はさまざま
なものとなるだろう。
一方、教材というものは、いわばカリキュラムデザ
イナーと教師の間の橋渡しの部分に位置する。教材開
発者は、一方でカリキュラムデザイナーの計画や趣旨
を教材という形に具現化するという役割を果たすが、
もう一方で、実際に授業担当教師が実際の授業を計画
し実施する際の便宜を考慮して教材を準備するという
面も大いにある。そうしてできた教材は、カリキュラ
ム (教育の計画や趣旨)を反映しつつ教師による学習
経験の編成を支援しようとする資材である。そして具
体的な学習経験は、教材と学習者と教室の中の行為者
としての教師という3者が絡み合うところで構成され
るのである。そこにはカリキュラムデザイナーの姿は
直接的にはない。そして、3者の絡み合いを計画して
実施し、また具体的な現場で即興的にそれを調整する
のが専門的な判断者と実行者としての教師なのである。
カリキュラムデザイナーと教師の連携は、そのよう
な「判断者としての教師」の部分で起こる。つまり、
カリキュラムデザイナーと教師は、教育の思想や理念
の部分で連携する関係にあるのである。そして、両者
のこの連携がうまくできていない場合に、カリキュラ
ムデザイナーが意図したカリキュラムと実際に学習者
に与えられる学習経験が乖離するということが起こる
のである。
言うまでもなく、この連携は一方向的に行われるも
のではない。カリキュラムデザイナーと教師は対話的
にこの連携関係を結んでいかなければならない。そし
てその対話は浅薄なものであってはならなし、カリキュ
ラムデザイナーと教師は、いずれも日本語教育あるい
は第二言語教育の専門家として、自分の専門性を賭し
て真会1にこの対話に臨まなければならない。そうした
真剣な対話こそが優れた教育実践を生み出しさらなる
カリキュラムの発展を促す原動力になるのである。本
稿は、そうした対話の端緒となるものである。
付記
本研究は平成21年度科学研究費補助金基盤研究(B)
「留学生大量受け入れ時代に向けた大学における新たな
日本語教育スタンダー ドの構築」(課題番号21320093
研究代表者西日光一)の助成を受けて行つた。
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注1.ただし、「～ますか」(意向を尋ねる)、 「～ませ
んか (穏やかに誘 う)、「～ましょうか」(共同行
為を提案する)、 「～ましょう」(直載に誘 う)、
「～しましょうか」(行為を申し出る)などの相
互行為機能に関わる表現は、例外的な指導事項
として別途の扱いをする。
2.例外的にその他の人物も時に登場する。
3.もちろん、カリキュラムデザイナーが具体的な
1つのプログラムの授業担当者になることはで
きるが、それは特殊な場合である。一般的にい
うと計画されたカリキュラムは一般性を帯びて、
カリキュラムデザイナーの手から離れたところ
で他の多くの教師によって実施されることにな
る。例えば、文部科学省が制定している学習指
導要領のことを考えてほしい。
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